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【研究概要】 

現在、「アグー」と呼ばれている沖縄産の豚が全国で注目されている。 
「アグー」は、沖縄産の新たなブランド豚として商品化された豚である。その由来は、14 世紀に豚が中

国から導入されて以降、外来種との交配を繰り返し、その姿を変化させながらも常に「在来種」として

認識されてきた豚にある。現在我々が食べることのできるアグーは、1980 年代に復元された「在来種」

と現在日本で一般的に飼養されている西洋種との交配によって生まれたハイブリッドな豚だ。そのため

「アグー」と呼ばれる豚の中には、様々な形態が見られ、品種としての定義は非常に曖昧になっている。

このような品種交配によって生み出された「アグー」は、「琉球在来豚」と名付けられ、その伝統性を

強調したマーケティングが行われている。 
以上の現状を検討した結果、見えてくるのは、「アグー」は品種としてはハイブリッドであるが、そ

の名付は「琉球在来種」としてのものであるという現状だ。この現状を理解するために、本研究では、

文化や社会が『慣習と非慣習の絡み合い』によって変化していくプロセスを探求する歴史人類学的視点

に基づき、品種改良に関わる養豚史と沖縄らしさのイメージ形成に関わる生活文化の中の養豚史の絡み

合いの中に現在の「アグー」の由来をたどる。 
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【図 1】「琉球在来豚アグー」形成の歴史 
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 【図 2】沖縄県における「アグー」利用の絡み合い 
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